



































































































































































































































































部です）へ転勤 なって、大陸に渡るわけで、ぞれまでは大阪朝日新聞社の支那部 勤めておりまし 。神戸を出港してから、三日目の午後に揚子江に船は










人が多かったの が、尾 はそれに対して、新聞記者を志して朝日に入りま た。そして朝日に入って間もなくのことですけれども、ウイットフォ
lゲルの「目覚めつつある中国」という本を
読んでおります。これは原文 読んだのか、あるいは訳著もその頃出ておりましたから、翻訳だったのか明らかではありません。この本は上海における日本 紡績工場のストライキで、銃殺された中国人労働者の犠牲から筆を起こしている すね。そしてまた、中国の過去・現在の運命の、いわば経済的社会的な原因を原則的 追究することができれば、将来の事件 批判 対しても、ある種の根拠が得られるであろうということから、説いているわけです。そして五・三
O
事件の反帝国主義的な、





















































































































































































































からは、外国の文献をいろいろ取 込んで 日本では当時は厳しい弾圧が三・一五、四・二ハと続き いわゆる左翼文献は、日本では合法的には入手できない。そういう中で、上海ではいろ な文献を自由 読むことができた点では恵まれていたわけです。中国に来る前から尾崎は、上海は、列強帝国主義、外国資本の特権と利害が交錯するような、最大の拠点 あり、中国の労働者がその力を発揮しつつある 国際都市であるという認識を持っていまし 。そ 尾崎は、北伐軍が兵を三軍に分けて三つのコ
lスをもって、北よして
以来の、いわゆる国民革命の推移というのを、日本にいる当時から、深い関心を持って見つめて ました。その経過は申し上げるまでもないと思いますが、深い関心を寄せなが 日本では、なかなか状況をつかみに









































































































































































































































ぐらいの人数を 秘密の形で集めること できる場所はなかなか容易じゃない。夏街から相談を受けた尾崎は、日本人クラブを使おうと努めた。日曜日は混むけれどウィークデーの昼間はすいて るだろうということで その閉会場の部屋を管理する中国人に少 暇をやり遊びに行かせ、午後
6時位には混み始めるから戻って来るだろ





ると小さな会場では魯迅の珂歳記念集会がやれないというので、スメドレーは ろいろと苦労した。界の呂班路知号にあった、オランダ・レストラン〈スラパヤ〉を選びます。発起人には 魯迅の弟子の柔石をはじめとして、鴻雪峰や、橋乃超 あるいは許広平も名前を連ねています。左連をはじめ、中国社会科学家連盟、中国左翼美術家連盟、中国左翼戯劇家連盟などの主要メンバーが参加し、魯迅の知歳の記念に集まりますが、かなり厳しい警戒体制ですね。スメドレーはその日の魯迅について、「私が中国にい
た全期間を通して いちばん大きな影響を受けたその人に初めて会った」 実際はすで 面識はあったようですが、そう書いております。「彼は背が低くきゃしゃだた、クリーム色の絹の中国服を着て、柔らかい支那靴を履いていた。帽子は被らず、短く刈った髪の気がブラシのようにつっ っていた：・」というようなこ をその日の印象とし 書いております。その時魯迅は、最後に答礼に立って、自分の半生を顧み、プロレタリア運動 参加してくれと言われて るけれども、労働者 農民の苦しみ、希望を知らないで、プロレタリア文学を生み出ことは出来ない。むしろ若い世代に、それを期待したい。















淘汰、支給品制度の撤廃などで 一度は教授たちの説得もあって決議を撤回するまでになって、学生側も休暇明けには協議会を開いて、いくつか 委員会を設けて解決策を講じようといたします。しかし、学生たちが強く要望した支給品の制度の撤廃に関してはお互いの話合いがつかないので、この年の日月に入って、学生は再び大会を聞いて、全学ストを打ち出しました その後の経過はもうあまり時間がなくな き ので、詳 くお話しいたしませんが、そのストライキは一週間ほどで中止にって、学校が基本的な要求をのみ、最後ま 難航 いた支給品制度につ も改善されて、こ ストライキでは処分しないという一項があったために 学生側も無傷のままに終わります。その前後から、学園 内部にもい
ろいろ中国問題の研究会のようなものが設けられるようになります。ちょうどこの時期、学園での運動が続いているころに川合貞吉も上海にまいりました。川合も中国革命に魅せられ、青春の情熱をかきたてられて大陸へ渡った一人です。川合は、田中忠夫、翻訳家の温盛光たちを 心に、中国問題研究会を作 田中忠夫は、経済学者で中国の貨幣制度の研究 本格的 取り組んだ学者でもありました。武漢政府に関係しましたが、その瓦解ののち上海に移り、「上海週報」に寄稿してい した。この田中忠夫を主として、中国の農村問題や経済問題を語り合い、やがて王学文という学者を交えて、その弁証法的唯物論や、中国社会の特質などについても勉強しあうようになります。王学文は、まだ却代半ばの新鋭の学者でした。日歳時に日本へ渡って、前後
M年を日本で過ごした人です。



















































































































































































































































































































年の集まりという事で集まった人たちは、そういう中 くぐり抜けてき 古い友 でした
。私は幸いに、この前後の動きを、上海に居住しておられる巴金先生の紹介で
、
いろんな人と
会うことができて
、
その時代を知ることができ
ました
。
立街、丁玲
、王山
手文、馬海徳にも会いました
。
日本の関係者もも
ちろんです
。
そして北京から
西安、上海と訪ねて回ったんですが、そ 人たちの語る
言
葉を過して、
当
時の上海のさまざま
な側面が、現代史の大きな接点にな
っ
ているこ
とが実感として健かめられたわけです
。
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